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一 般  質  問  通  告  者  一  覧 

   令和４年６月 

順序 氏   名 通   告   内   容 

１ 伊 藤 浩 平 

１．職員数・職員配置について 

（１）昨年からの課長職不在について市長の認識は 

（２）すわっチャオ館長の兼任について 

（３）職員間のコミュニケーションについて 

（４）適正配置について 

（５）職員数について 

 

２．ゆめスクールプランについて 

（１）現在の進捗状況について 

（２）南部地区の重点地区としての取組について 

（３）南部地区の小学校の老朽化について 

 

３． 中学校の部活動について 

（１）部活動の廃部状況について 

（２）社会体育の学校施設利用について 

 

４．ＳＵＷＡプレミアムの産業観光まちづくり大賞受賞につ

いて 

（１）どのような賞であるのか 

（２）どのような基準で選出されるのか 

（３）どのような点で受賞につながったのか 

（４）ＳＵＷＡプレミアムの現状について 

（５）受賞を今後どのように生かしていくのか 

 

２ 小 山 博 子 

１．学校給食について 

（１）「食材費高騰に伴う給食費の値上げを防ぐ緊急申し

入れ」について  

①諏訪市の給食の現状は 

②新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の活用内容は 

（２）給食用米飯の提供業者に関わる事故について 

 



 2 

２．保育園のおむつ持ち帰りについて  

（１）諏訪市の現状は 

（２）各園での処分は 

（３）使用済み紙おむつの再生利用について 

 

３．都市公園の整備について 

（１）インクルーシブ公園設置の構想は 

（２）今後の展開は 

 

４．奨学金返還支援制度の活用について      

                              

３ 森 山 博 美 

１．諏訪市内の地区自治の課題について 

（１）地域課題の把握 

①課題の把握方法と内容 

②市長懇談会 

③地区説明会 

（ⅰ）湯の脇ふれあい広場 

（ⅱ）城北小学校閉校後の校舎・体育館の使用 

（ⅲ）間欠泉から下諏訪町までの湖周サイクリン       

グロード 

（ⅳ）老人福祉センター 

（ⅴ）城北保育園・公民館・公民館別館の今後 

（２）地区役員や市民への保険制度について 

①防火防犯員の県保険の停止について 

②地域行事・役員の補償について 

（３）地区区長の情報共有・懇談について 

（４）要援護者の確認様式と取扱いについて 

（５）地域を支える民生委員・児童委員について 

①仕事内容と活動費の内訳、なり手 

②地域格差 

③現在と近未来の予想 

④共助の今後  

⑤虐待の把握・支援を求める人の把握 

 

２．歩道整備について 
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３．諏訪の花火について 

 

４ 横 山  真 

１．諏訪湖における水上観光の現状は 

（１）安全確保体制の再点検や充実に対する市長の考えは 

（２）安全管理、運航管理はどのように行われているか、

諏訪市の関わりは 

（３）知床観光船事故では条件付きで運航が注目された

が、諏訪湖では行われていないか。出航を控える諏

訪湖統一基準はあるのか 

（４）諏訪湖の水上観光の課題は 

（５）諏訪湖は花火をはじめ観光シーズンを迎えるが、風

評被害はないか、誘客策は  

 

２．諏訪湖創生ビジョンの施策の見直しについて 

（１）市町村・河川管理者協議について当市の課題、意見

は（第８回推進会議の内容について抜粋） 

（２）出水期を前にして水害対策は 

①線状降水帯予測と地域防災支援 

（３）かわまちづくり上諏訪地区協議会について 

①協議会との整合性は 

②第２回協議会の内容、新たな取組は何か 

（４）アフターコロナを見据えて、皆様からの提案事項に

対する回答と今後の進め方は   

 

５ 小 松 孝一郎 

１．諏訪市の宝、霧ヶ峰高原をどのように活性・再整備す 

  るのか 

（１）観光グランドデザインと霧ヶ峰高原活性化・再整 

備検討調査との関係 

（２）霧ヶ峰高原活性化・再整備検討調査結果の概要 

（３）５つの基本方針と今後の進め方 

（４）霧ヶ峰の特徴・真の魅力とは 

（５）霧ヶ峰の魅力とサスティナブルツーリズムの追求

について 

①トレッキング、ハイキングコースの整備充実 

（ⅰ）霧ヶ峰自然保護センターの活用 

（ⅱ）歴史資産の活用 
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②ふるさと学習との連携 

③環境整備、自然現象、動植物観察の活用 

 

２．産業としての諏訪湖の漁業をどのように考えるのか 

（１）壊滅的な打撃を受けている漁業への市の対応は 

（２）令和３年度ついに漁獲量０となった魚類への対応 

   は 

 

６ 牛 山 智 明 

１．市町村合併について 

（１）第五次諏訪市総合計画の調査・研究結果について 

（２）平成の大合併の検証は 

（３）市町村の合併の特例に関する法律の１０年間延長

と今後の調査・研究とは 

（４）道州制について、どのように捉え、推進は 

 

２．小中学生の読書離れについて 

（１）小中学生の不読率、不読率改善の目標値は 

（２）読書時間の設定は 

（３）ほかにどのような取組をされているのか 

（４）電子書籍を身近にする環境づくりは 

 

３．保育における事故について 

（１）重大事故発生防止対策は 

（２）新型コロナ感染症による保育士の負担増は 

（３）保育士負担軽減はどのようにするのか 

（４）ヒヤリハット事例の活用は 

（５）ヒヤリハット報告書のスマホ活用の考えは 

 

４．交換されたマンホール蓋の販売 

（１）現状の処分方法は 

（２）市民に販売する考えは 

 

５．下水熱の冷暖房への活用について 

（１）調査・研究の考えは 

 

６．ふるさと納税自販機の活用について 
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（１）早急に検討し設置する考えは 

 

７．工事及び業務委託電子契約について 

（１）２０２１年度年間契約件数は 

（２）市で実証実験を行う考えは 

 

８．住民税の申告を促すチラシ「ナッジ理論」の活用につ

いて 

（１）市の住民税の申告状況は 

（２）「ナッジ理論」を活用したチラシの考えは 

 

９．仮称「情報推進チーム」設置提案について 

（１）情報推進チーム設置の考えは 

 

７ 牛 山  正 

１．ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく政策立案）について 

（１）政策立案へのＥＢＰＭの活用は 

（２）ＥＢＰＭ導入、実施について 

  

２．地域経済の活性化について 

（１）現下の経済状況について 

（２）技術の再構築、技術継承等の支援 

（３）企業のゼロカーボン取組状況、支援 

（４）地域企業協力による新商品開発、地域企業間連携

の取組 

 

３．中学校運動部活動の地域移行について 

（１）地域移行の進捗状況 

   

４．景観など地域資源を活かしたまちづくり 

（１）大見山の景観伐採について 

   

５．諏訪市博物館について 

（１）観光客誘客について 

 

６．大雨に備えて 

（１）危険箇所点検結果（急傾斜地、山林、山林内河
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川）について 

８ 岩 波 万佐巳 

１．いきいき諏訪プランⅦ（第７次男女共同参画計画）に

ついて 

（１）国の第５次男女共同参画基本計画について 

（２）第５次長野県男女共同参画計画について 

（３）諏訪市の考え方について 

（４）今後のスケジュールについて  

 

２．子どもの運動について 

 

３．市内３高等学校・１大学校との災害協定について 

（１）協定書調印までの経緯について 

（２）協定書の内容について 

 

４．家庭系燃やすごみの有料化について（令和３年度実

績・令和４年度の取組） 

（１）家庭系燃やすごみについて 

（２）子育て・在宅介護支援について 

（３）ごみ出し支援について 

（４）ごみステーション整備事業補助金について 

（５）その他の取組について 

 

９ 小 泉 正 幸 

１．次年度施策と予算の公表の仕方について  

 

２．広報すわの有効活用について 

 

３．諏訪湖スマートインターチェンジ開通に伴う観光グラ 

ンドデザイン及び産業全般に対しての施策について 

 

４．審議会、諮問委員会について 

（１）現状 

（２）改廃 

（３）業務の効率化 

 

５．市使用車両について 
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（１）選定基準 

（２）廃車基準 

（３）競売基準 

（４）所有形態 

 

６．県道岡谷茅野線の大型車両通行規制について 

 

１０ 廻 本 多都子 

１．子どもを取り巻く環境について 

（１）貧困について 

①現況 

（ⅰ）児童手当 

（ⅱ）就学援助 

（ⅲ）給食費未納 

②福祉制度 

（ⅰ）コロナ対応 

（ⅱ）その他 

（２）児童虐待 

①現況 

（ⅰ）相談件数など 

（３）いじめについて 

①現況 

②スクールソーシャルワーカー 

③相談件数と対応 

（４）特別支援学級 

 

２．農業施策について 

 （１）現況 

 （２）食料の自給率 

 （３）農家の経営安定を支えるしくみ 

 

１１ 近 藤 一 美 

１．霧ヶ峰高原活性化・再整備検討調査等について 

（１）１年かけて外部機関を入れて検討した結論は 

   ①平成２９年４月の報告を受けての施策と成果は 

   ②霧ヶ峰の諸施設に対する予算総額は 

（２）今後２年間の検討期間に何をやるのか 

①民間の活用について具体的にどのようにするのか 
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（３）今後の具体的対応についての提案 

①霧ヶ峰対策室を設け専任の人材を付ける組織に 

②思い切った投資の必要性について 

 

２．すわっこランド指定管理者変更で何が変わったか 

（１）２ケ月経過したが具体的変更点は 

①基本的接遇事項の教育は実施しているのか 

②記録紙が出る体組成計の設置がなぜできないのか 

③利用者を含めた運営協議会の開催はいつか 

④トレーニングの際のマスク不着用の条件は 

（２）マレットゴルフ場の管理について 

   ①利用者を束ねる組織はあるのか 

②外部に向けてＰＲを 

③マレットゴルフ場の年間開設の要望（冬季間） 

 

３．高齢者の「居場所づくり」について 

（１）諏訪市の考え方について（目的と具体的方法は） 

（２）民間で設置した場合の支援策、補助金制度は 

（３）ライフドアの出前講座受講のすすめ 

   ①区長、老人クラブ、サロン、地区社協へのＰＲを 

 

４．好評の諏訪湖ＤＥウォークについて 

（１）今年の具体的方法と昨年との違いは何か 

（２）参加者先着６００人は少ないと思うがなぜか 

（３）記念品等なくても、自分の記録がいつでもわかる

システムの構築を    

    

 


